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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 12,472 ― 216 ― 159 ― 59 ―
20年3月期第2四半期 12,501 0.3 250 △54.7 192 △55.8 57 △77.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 11.86 11.69
20年3月期第2四半期 11.48 11.08

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 18,338 4,106 22.4 833.22
20年3月期 17,580 3,975 22.6 797.97

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  4,106百万円 20年3月期  3,975百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
21年3月期 ― 10.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 10.00 20.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 24,800 0.4 450 △16.0 300 △26.8 100 △39.6 20.29

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注） 詳細は６ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注） 詳細は６ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成20年５月９日に公表いたしました通期の連結業績予想につきましては、本資料において修正しております。 
２．上記の予想はあくまでも本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合が
あります。なお、上記１．に係る業績予想の具体的な修正内容は本日別途開示いたしました「業績予想の修正等に関するお知らせ」をご参照ください。 
３．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）および「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針
第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  5,061,600株 20年3月期  5,061,600株
② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  133,400株 20年3月期  80,000株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  4,978,521株 20年3月期第2四半期  5,046,295株
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第２四半期累計期間（平成20年４月１日～平成20年９月30日）におけるわが国の経済環境は、原材

料高に伴う生活必需品の値上げによって、消費者の生活防衛意識が高まり消費マインドが大幅に低下

しました。 

このような環境の下、むしろこれを当社のチャンスと捉え、価格戦略での優位性を発揮するため、

その実現に向けた事業展開を進めました。第１四半期（平成20年４月１日～平成20年６月30日）でも

消費低迷の影響を受けましたが、消費マインドは冷え込んできたことから、当社はこれまで以上に生

活実需品について「安さ」に対するニーズは強いと判断し、「ヒラキの生活応援宣言」を全社共通コ

ピーとして採用し、当社の強みである靴のSPAモデルを活用した「品質を維持しながら、市場より明

らかに価格の安い商品」を提供できるよう商品作りを強化してまいりました。その結果、499円スニ

ーカー、399円サマーカジュアル、819円ムートンブーツなどの大ヒット商品が生まれました。 

第１四半期は苦戦をいたしましたが、第２四半期（平成20年７月１日～平成20年９月30日）におき

まして連結売上高は前年同期比3.8％増、経常利益は前年同期と比較して181百万円を上回る実績を確

保することができました。特に第１四半期に苦戦した主力の通信販売事業が第２四半期において好調

に推移し、第２四半期では前年同期と比較して増収増益を確保いたしました。 

以上の結果、第２四半期累計期間における連結売上高は、124億７千２百万円となりました。 

利益面は、体質改善のために在庫処理に注力したこと、および専門店事業への先行投資を加速させ

たことが影響いたしましたが、第２四半期では主力の通信販売事業が牽引となって業績を引き上げた

結果、第２四半期累計期間では先行投資している新規事業の専門店事業を除く営業利益は前年同期比

32.4％増の増益となりました。営業利益全体では２億１千６百万円、経常利益は１億５千９百万円と

なりました。 

また、第１四半期におきまして、「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用するに当たり、総合

ディスカウント店に係る商品の評価基準および評価方法を見直したこと等による特別損失を１億２千

６百万円計上し、四半期純利益は５千９百万円となりました。 

なお、前年同期比増減率（前年同期比増減額）は参考として記載しております。 

  

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

① 通信販売事業 

商品力の強化に重点を置き、このような厳しい環境下でも収益が確保できる体制作りを推進し、

商品企画から販売まで商品カテゴリー単位の一貫した組織体制に変更し、市場動向に迅速かつ機動

的に、またタイムリーに商品提供できる体制といたしました。また、経済環境の先行きが不透明で

あることから、現状の売上高でも予定した収益が確保できる体制作りを進める必要があると判断

し、閑散期のカタログ一本化や受注・出荷の体制の見直しなどの効率を高め販管費比率の引き下げ

を進めました。 

この結果、売上高は59億１千７百万円、営業利益は５億２千３百万円となりました。 

② 総合店事業 

総合店事業におきましては自社企画靴の高い粗利益率を収益力ベースとし、食品、日用雑貨の価

格競争力によって集客力を高める戦略が時代にマッチし、昨年９月より客数の増加基調が続いてお

ります。一方で体質改善のために在庫処理を加速させました。 

この結果、売上高は53億５千万円、営業利益は５千５百万円となりました。 

③ 卸販売事業 

卸販売事業においては取引先より価格競争力が評価されOEM取引が拡大し、売上高は大幅に増加

しました。 

この結果、売上高は10億７千万円、営業利益は２千６百万円となりました。 

④ 専門店事業 

 新規事業の専門店事業におきましては、７月にはアリオ八尾店等大型ショッピングセンターに出

店した専門店が好調に推移しました。出店先を集客力の高いショッピングセンターを中心として進

【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報
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めてきたところ、年内にイオンモール等の大型ショッピングセンターへの出店（３店舗）が決定

し、成長計画のスピードアップを図るために先行して人員採用を行いました。また、秋シーズンの

スタートである９月より自社企画商品を投入し、高い利益率が確保できる体制が進んでおります。

この結果、売上高は１億３千４百万円、営業損失は１億１千４百万円となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、７億５千８百万円増加

し、183億３千８百万円となりました。主に流動資産の増加によるものであります。 

① 資産    

流動資産は、前連結会計年度末に比べ、７億９千１百万円増加し、96億９千万円となりました。

主たる要因は、現金及び預金２億３千１百万円および商品４億４千１百万円の増加によるものであ

ります。  

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ、３千２百万円減少し、86億４千８百万円となりました。

② 負債  

負債は、前連結会計年度末に比べ、６億２千７百万円増加し、142億３千２百万円となりまし

た。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ、１億６千７百万円減少し、48億７千３百万円となりまし

た。主たる要因は、短期借入金３億円の増加がありましたが、１年内返済予定の長期借入金２億１

千８百万円および未払金１億８千万円の減少によるものであります。 

 固定負債は前連結会計年度末と比べ、７億９千４百万円増加し、93億５千８百万円となりまし

た。主たる要因は、長期借入金８億９千８百万円の増加であります。 

③ 純資産  

純資産は、前連結会計年度末に比べ、１億３千１百万円増加し、41億６百万円となりました。主

たる要因は、繰延ヘッジ損益１億７千２百万円の増加によるものであります。自己資本比率は前連

結会計年度末に比べ0.2ポイント悪化し22.4％となりました。 

  

(連結キャッシュ・フローの状況）  

  当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は、前

連結会計年度末に比べ２億３千１百万円増加し、13億１千６百万円となりました。  

 当第２四半期連結会計期間末における各活動によるキャッシュ・フローの状況は、次のとおりであ

ります。  

(営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動の結果使用した資金は、４億４千６百万円となりました。これは主に、たな卸資産の増加

５億７千３百万円によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動の結果使用した資金は、２億３百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得に

よる支出１億７千８百万円によるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動の結果得られた資金は、８億８千３百万円となりました。これは主に、長期借入金の返済

による支出12億２千万円があるものの、長期借入れによる収入19億円および短期借入金の増加３億円

によるものであります。 

  

２．連結財政状態に関する定性的情報
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平成20年５月９日に公表いたしました通期の連結業績予想につきまして、経済環境の不透明感と専

門店事業の成長計画を加速させていくこと等を鑑み、平成21年３月期の連結業績予想を修正いたしま

した。詳細につきましては、本日別途開示いたしました「業績予想の修正等に関するお知らせ」をご

参照ください。  

今後はこの環境をチャンスと捉え、当社の価格戦略の優位性を発揮した事業展開を徹底して進めて

おり、靴のSPAモデルによる「品質を維持し市場より明らかに価格の安い商品を提供する」戦略を強

化し顧客数の拡大を図ります。一方で徹底した体質改善を進め販管費比率の引き下げを行い、このよ

うな環境でも確実に収益を確保できる体制を構築してまいります。 

専門店事業につきましては、アリオ八尾店等の大型ショッピングセンターへの出店が好調に推移し

てきたことから事業化に向け、年内にイオンモール等の大型ショッピングモールへ３店舗出店いたし

ます。 

 なお、当第２四半期末配当金につきましては、当初予定どおり１株当たり10円を実施するととも

に、期末配当につきましても１株当たり10円を予定しております。 

３．連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

一部簡便な会計処理を適用しておりますが、重要性が乏しいため、注記を省略しております。 

  

①当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)および「四半

期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。

また「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②通常の販売目的で保有するたな卸資産(総合ディスカウント店に係る商品を除く)については、

従来、移動平均法による原価法によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資

産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用されたことに伴

い、移動平均法による原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)に変更しております。 

 なお、これによる損益に与える影響はありません。 

 また、総合ディスカウント店に係る商品の評価基準および評価方法につきましては、従来、売

価還元法による原価法によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より売価還元法による

低価法に変更しております。この変更は、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関

する会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月５日)が適用となることに当たり、当社の評

価基準および評価方法を見直した結果、売価還元法による低価法を採用することとしたものであ

ります。当該会計処理の変更により、期首商品に含まれる変更差額１億４百万円を商品評価損と

して特別損失に計上しております。 

 この結果、従来の方法によった場合と比較して、売上総利益、営業利益および経常利益がそれ

ぞれ１千４百万円減少し、税金等調整前四半期純利益が１億１千８百万円減少しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

③「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第

18号 平成18年５月17日）を当第１四半期連結会計期間より適用しております。 

 なお、これによる損益に与える影響はありません。 

④「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号 平成５年６月17日 最終改正平成19

年３月30日）および「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号

平成６年１月18日 最終改正平成19年３月30日）を当第１四半期連結会計期間より早期適用し、

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しており

ます。 

 また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算定

する方法によっております。 

 なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

ては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

 この結果、リース資産が有形固定資産に１千５百万円計上されております。なお、これによる

損益に与える影響はありません。 

⑤セグメント情報の事業区分の変更 

 当第１四半期連結会計期間よりセグメント情報の事業区分を変更しております。詳細について

は11ページ「（5）セグメント情報」に記載しております。  

  

  

４. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理および四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５. 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円） 

当第2四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 1,317,805 1,085,810 

受取手形及び売掛金 1,589,980 1,585,793 

商品 5,827,859 5,386,318 

未着商品 537,676 405,213 

貯蔵品 24,154 24,657 

繰延税金資産 188,356 294,962 

その他 238,099 149,193 

貸倒引当金 △33,642 △32,788 

流動資産合計 9,690,290 8,899,159 

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物（純額） 4,436,164 4,481,090 

土地 3,677,327 3,658,542 

その他（純額） 224,501 201,619 

有形固定資産合計 8,337,993 8,341,252 

無形固定資産 138,389 158,233 

投資その他の資産 171,804 181,547 

固定資産合計 8,648,186 8,681,033 

資産合計 18,338,477 17,580,193 
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（単位：千円） 

当第2四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部 

流動負債 

買掛金 1,511,466 1,406,663 

短期借入金 400,000 100,000 

1年内返済予定の長期借入金 1,829,280 2,047,844 

未払金 836,460 1,016,611 

未払法人税等 49,019 36,547 

賞与引当金 120,537 141,070 

ポイント引当金 32,657 31,813 

その他 93,925 260,340 

流動負債合計 4,873,347 5,040,890 

固定負債 

長期借入金 9,206,568 8,308,108 

退職給付引当金 43,801 40,367 

その他 108,508 215,682 

固定負債合計 9,358,878 8,564,159 

負債合計 14,232,225 13,605,049 

純資産の部 

株主資本 

資本金 437,480 437,480 

資本剰余金 1,136,112 1,136,112 

利益剰余金 2,621,906 2,637,592 

自己株式 △74,049 △52,540 

株主資本合計 4,121,448 4,158,644 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 △6,168 △2,786 

繰延ヘッジ損益 △16,344 △188,442 

為替換算調整勘定 7,315 7,728 

評価・換算差額等合計 △15,196 △183,500 

純資産合計 4,106,251 3,975,143 

負債純資産合計 18,338,477 17,580,193 
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(2)【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日) 

売上高 12,472,835 

売上原価 7,754,019 

売上総利益 4,718,816 

販売費及び一般管理費 

広告宣伝費及び販売促進費 1,316,145 

貸倒引当金繰入額 15,858 

ポイント引当金繰入額 22,874 

給料手当及び賞与 1,047,681 

賞与引当金繰入額 120,537 

その他 1,978,992 

販売費及び一般管理費合計 4,502,091 

営業利益 216,725 

営業外収益 

受取利息 870 

受取配当金 507 

デリバティブ評価益 3,490 

為替差益 6,775 

物品売却益 7,680 

その他 8,459 

営業外収益合計 27,784 

営業外費用 

支払利息 83,846 

その他 1,499 

営業外費用合計 85,345 

経常利益 159,164 

特別利益 

固定資産売却益 88,841 

賞与引当金戻入額 2,928 

特別利益合計 91,769 

特別損失 

固定資産売却損 50 

固定資産除却損 20 

店舗閉鎖損失 21,699 

商品評価損 104,739 

特別損失合計 126,509 

税金等調整前四半期純利益 124,424 

法人税、住民税及び事業税 41,049 

法人税等調整額 24,336 

法人税等合計 65,386 

四半期純利益 59,037 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 124,424 

減価償却費 170,576 

店舗閉鎖損失 21,699 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 853 

賞与引当金の増減額（△は減少） △20,532 

ポイント引当金の増減額（△は減少） 843 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,433 

受取利息及び受取配当金 △1,378 

支払利息 83,846 

為替差損益（△は益） △34 

有形固定資産売却損益（△は益） △88,790 

売上債権の増減額（△は増加） △3,954 

たな卸資産の増減額（△は増加） △573,502 

仕入債務の増減額（△は減少） 104,877 

その他 △156,594 

小計 △334,234 

利息及び配当金の受取額 1,376 

利息の支払額 △85,781 

法人税等の支払額 △27,842 

営業活動によるキャッシュ・フロー △446,482 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

定期預金の預入による支出 △600 

有形固定資産の取得による支出 △178,972 

有形固定資産の売却による収入 1,244 

無形固定資産の取得による支出 △10,494 

投資有価証券の取得による支出 △1,278 

敷金及び保証金の差入による支出 △21,620 

敷金及び保証金の回収による収入 7,940 

その他 △10 

投資活動によるキャッシュ・フロー △203,791 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少） 300,000 

長期借入れによる収入 1,900,000 

長期借入金の返済による支出 △1,220,103 

自己株式の取得による支出 △21,509 

配当金の支払額 △74,548 

その他 △823 

財務活動によるキャッシュ・フロー 883,015 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,346 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 231,394 

現金及び現金同等物の期首残高 1,085,110 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,316,505 
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)および「四半期財務諸

表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連

結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注)  1 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。  

  2 各事業の主な内容  

 (1)通信販売事業……カタログ、インターネットによる靴・履物、衣料品、日用雑貨品等の販売  

 (2)総合店事業………ディスカウント業態店舗による靴・履物、食料品、衣料品、日用雑貨品等の販売  

 (3)卸販売事業………大手小売店、量販店等への靴・履物の卸売  

 (4)専門店事業………靴専門店による婦人靴等の販売 

 3  会計処理の方法の変更  

    (棚卸資産の評価に関する会計基準)  

「４．その他 (3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更②」に記載の

とおり、総合ディスカウント店に係る商品の評価基準および評価方法を変更しております。この結果、従

来の方法によった場合と比べて、営業利益が、総合店事業で14,196千円減少しております。  

 4 事業区分の方法の変更 

従来、事業の種類別セグメント情報における事業区分については、「通信販売事業」、「店舗販売事

業」、「卸販売事業」、「カード事業」の４つの事業区分としておりましたが、当第１四半期連結累計期

間から、「通信販売事業」、「総合店事業」、「卸販売事業」、「専門店事業」の４つの事業区分に変更

することといたしました。 

  店舗販売事業につきましては、靴を中心とし、衣料、食品、日用雑貨等の総合的な商品をディスカウント

業態で店舗販売を行う総合店事業と、主に婦人靴を中心としてショッピングセンター等において店舗販売

を行う専門店事業に区分することといたしました。 

  これは、権限委譲によって事業拡大のスピードを加速させるとともに、カンパニー間の相乗効果を強力に

推し進め、靴の販売シェアの拡大を目指すため、平成20年４月より「事業部制」から「カンパニー制」に

移行し、平成20年５月９日開催の取締役会において、婦人靴の専門店を展開する新たな事業を開始するこ

とを決議したことによるものであり、従来の事業の種類別セグメントを市場構造の変化、今後の事業展

開、経営資源の配分等の観点から見直し、事業の実態をより的確に反映させるために行ったものでありま

す。また、カード事業につきましては、平成19年６月30日付けで撤退しております。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

通信販売事業 
(千円)

総合店事業 
(千円)

卸販売事業 
(千円)

専門店事業 
(千円)

計 
(千円)

消去又は 
全社(千円)

連結 
(千円)

売上高

(1)外部顧客に 
   対する売上高

5,917,159 5,350,316 1,070,733 134,626 12,472,835 ― 12,472,835

(2)セグメント間の 
   内部売上高又は 
   振替高

― ― ― ― ─ ― ―

計 5,917,159 5,350,316 1,070,733 134,626 12,472,835 ― 12,472,835

 営業利益又は 
 営業損失(△)

523,011 55,240 26,943 △114,806 490,389 △273,664 216,725
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  なお、当第２四半期連結累計期間の事業の種類別セグメント情報を従来の事業区分によって作成した場

合、以下のようになります。 

 
(注)  1 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。  

  2 各事業の主な内容  

 (1)通信販売事業……カタログ、インターネットによる靴・履物、衣料品、日用雑貨品等の販売  

 (2)店舗販売事業……店舗による靴・履物、食料品、衣料品、日用雑貨品等の販売  

 (3)卸販売事業………大手小売店、量販店等への靴・履物の卸売  

  3 カード事業につきましては、平成19年６月30日付で撤退しております。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合が90％を超えているため、記載を省略してお

ります。 

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

該当事項はありません。 

  

  

通信販売事業 
(千円)

店舗販売事業
(千円)

卸販売事業 
(千円)

カード事業 
(千円)

計 
(千円)

消去又は 
全社(千円)

連結 
(千円)

売上高

(1)外部顧客に 
   対する売上高

5,917,159 5,484,943 1,070,733 ─ 12,472,835 ― 12,472,835

(2)セグメント間の 
   内部売上高又は 
   振替高

― ― ― ─ ─ ― ―

計 5,917,159 5,484,943 1,070,733 ─ 12,472,835 ― 12,472,835

 営業利益又は 
 営業損失(△)

523,011 △59,565 26,943 ─ 490,389 △273,664 216,725

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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 前年同四半期に係る財務諸表 

「参考資料」

 （１）中間連結損益計算書

 (単位:千円)

前中間連結会計期間

(自 平成19年４月１日

至 平成19年９月30日)

区分 金 額
百分比

(％)

Ⅰ 売上高 12,501,905 100.0

Ⅱ 売上原価 7,633,857 61.1

    売上総利益 4,868,047 38.9

Ⅲ 販売費及び一般管理費

  １ 広告宣伝販促費 1,498,755

  ２ 貸倒引当金繰入額 17,878

  ３ ポイントカード引当金繰入額 29,483

  ４ 報酬・給与手当及び賞与 1,000,154

  ５ 賞与引当金繰入額 146,291

  ６ その他 1,925,160 4,617,723 36.9

    営業利益 250,323 2.0

Ⅳ 営業外収益

  １ 受取利息 1,596

  ２ 受取配当金 470

  ３ 受取損害賠償金 15,300

  ４ 賃貸契約違約金 5,390

  ５ その他 10,011 32,768 0.2

Ⅴ 営業外費用

  １ 支払利息 82,415

  ２ その他 8,639 91,054 0.7

    経常利益 192,037 1.5

Ⅵ 特別損失

  １ 固定資産売却損 65

  ２ 固定資産除却損 2,490

  ３ 投資有価証券評価損 102

  ４ 営業貸付金譲渡損 77,885 80,544 0.6

  税金等調整前中間純利益 111,492 0.9

  法人税、住民税及び事業税 41,523

  法人税等調整額 12,061 53,584 0.4

  中間純利益 57,907 0.5
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（２）中間連結キャッシュ・フロー計算書

 (単位:千円)

前中間連結会計期間

(自 平成19年４月１日

  至 平成19年９月30日)

区分 金額

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

   税金等調整前中間純利益 111,492

     減価償却費 143,879

     貸倒引当金の増加額（△は減少額） △211,655

     賞与引当金の増加額 8,089

     役員賞与引当金の増加額（△は減少額） △11,400

     ポイントカード引当金の増加額 2,339

     退職給付引当金の増加額（△は減少額） △692

     受取利息及び受取配当金 △2,066

     支払利息 82,415

     為替換算差額 △1,573

     固定資産売却損 65

     固定資産除却損 2,490

     売上債権の減少額 219,573

     営業貸付金の減少額 1,312,833

     たな卸資産の減少額（△は増加額） △799,493

     仕入債務の増加額 124,634

     その他 19,594

     小計 1,000,528

     利息及び配当金の受取額 1,909

     利息の支払額 △82,764

     法人税等の支払額 △287,835

     営業活動によるキャッシュ・フロー 631,838

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

     定期預金の預入による支出 △600

     定期預金の払戻による収入 3,600

     有形固定資産の取得による支出 △347,684

     有形固定資産の売却による収入 34

     無形固定資産の取得による支出 △3,645

     投資有価証券の取得による支出 △1,253

     敷金保証金の差入れによる支出 △58,278

     その他投資等による支出 △40

     その他投資等による収入 936

     投資活動によるキャッシュ・フロー △406,931

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

     短期借入金の純増加額 200,000

     長期借入れによる収入 1,500,000

     長期借入金の返済による支出 △1,787,957

     配当金の支払額 △150,156

     ストック・オプションの権利行使による収入 12,960

     財務活動によるキャッシュ・フロー △225,154

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 1,573

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額 1,326

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 1,139,202

Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末残高 1,140,528
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事業の種類別セグメント情報   

  前中間連結会計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日）  

 
(注)  1 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。  

  2 各事業の主な内容  

 (1)通信販売事業……カタログ、インターネットによる靴・履物、衣料品、日用雑貨品等の販売  

 (2)店舗販売事業……店舗による靴・履物、食料品、衣料品、日用雑貨品等の販売  

 (3)卸販売事業………大手小売店、量販店等への靴・履物の卸売  

 (4)カード事業………自社カードの運営、割賦販売業務、キャッシングサービス等  

          なお、カード事業につきましては、平成19年６月30日付で撤退いたしました。 

  3  営業費用のうち、消去又は全社の項目はすべて配賦不能営業費用であり、主に当社の本社現業支援本部等

管理部門に係る費用であります。  

  4 「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、当中間

連結会計期間より減価償却の方法を変更しております。この変更による各事業の営業費用、営業損益に与

える影響は軽微であります。 

  

（３）セグメント情報

通信販売事業 
(千円)

店舗販売事業
(千円)

卸販売事業 
(千円)

カード事業 
(千円)

計 
(千円)

消去又は 
全社(千円)

連結 
(千円)

売上高

(1)外部顧客に 
   対する売上高

6,166,202 5,300,853 953,842 81,006 12,501,905 ― 12,501,905

(2)セグメント間の 
   内部売上高又は 
   振替高

― ― ― ─ ─ ― ―

計 6,166,202 5,300,853 953,842 81,006 12,501,905 ― 12,501,905

営業費用 5,695,888 5,193,906 953,979 143,741 11,987,514 264,066 12,251,581

 営業利益又は 
 営業損失(△)

470,314 106,947 △136 △62,735 514,390 △264,066 250,323
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